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　出動要請件数が増加している救急
車。中には、「すぐに医療機関を受診
すべきかわからない」「治療してもらえ

　モバイル技術の進化を捉え顧客の
利便性を高めてきたみずほ銀行は、
FinTechを活用した新サービスや、

子どもの病気やけがの緊急性を判断し適切な対応をサポート

AIサービスとも連携するバンキングアプリ

る近隣の医療機関がわからない」など
の理由によるコールも多い。
　大阪大学大学院医学系研究科をは
じめとする4機関が連携して開発した

「小児救急支援アプリ」は、119番への
電話前に、子どもの急病やけがの緊
急性を判断し、適切な行動へつなげる
モバイルアプリである。

LINEとの提携など、従来からのWeb
バンキング・アプリと各社のサービス
連携を強化している。
　2016年4月には、「Moneytree」社と
提携、銀行口座はもちろん、クレジット
カードなど過去のお金を使い方を自動
的に管理できる「一生通帳」サービス
を提供している。同サービスはAIに

　医学的に症状の緊急度を判定する
アルゴリズムによって、119番通報、様
子を見る、近隣の医療機関（GPSの位
置情報による）への受診を勧めるなど
の判定を行う。
　通信不感エリアでも動作可能とす
るため、画面操作と通信を分離し、通
信可能になった段階でデータをアップ
ロードする。開発に際しては、使いやす
さを向上させるべく、母親らにアプリを
使用してもらい改善を図った。アプリは

「Google Play」や「App Store」から無
料でダウンロードできる。
　蓄積したデータは解析を行い、医
学アルゴリズムの精度向上を図って 
いく。

より、明細仕訳を自動で行い利便性を
高めている。
　アプリはみずほダイレクトシステムか
ら外部の中継サーバを経て連携する。
第三者との協業により、「より早く、安
く、より良いサービス」を実現した。
　また、SNSに関しては、国内数千万
人が利用中のLINEのインフラを積
極活用。LINE上で残高照会と、CtoC
決済サービス「LINEPay」を利用可能
とした。これはLINEにおける日本初
の金融サービスの提供である。
　その他、質問に回答するだけで自
動で最適な資産ポートフォリオを策定
するロボットアドバイザーによる資産
運用アドバイスサービスも行っている。
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大阪大学大学院医学系研究科　救急医学、
大阪市立大学大学院医学研究科　救急医学、
大阪市消防局救急部救急課、株式会社DTS WEST

株式会社みずほ銀行

大阪大学大学院医学系研究科
事業内容　医療・福祉・教育・学習支援
URL　http://www.med.osaka-u.ac.jp/

株式会社みずほ銀行
事業内容　金融・保険業
URL　https://www.mizuhobank.co.jp/

分野 金融

活用領域 銀行における顧客サービス
強化

テクノロジ スマホアプリ、FinTech、AI

分野 医療
活用領域 小児救急医療の緊急度判定

テクノロジ スマホアプリ、位置情報、
データ分析
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図　「小児救急支援アプリ」の概要

医学的に症状の緊急度を判断し、
保護者の不安を解消

判定された緊急度に従って
ワンタッチで119番通報や
医療機関の情報を提供

119番

適切な医療情報

子どもが
急病に

図　モバイルサービスにおける「一生通帳」連携イメージ
みずほダイレクトシステム 外部中継サーバシステム Moneytree MTリンク（API）

みずほ銀行のバンキングアプリ

Moneytreeの
初回登録から利用まで、
みずほダイレクトアプリ上で実現

（AIによる
明細仕分け例）


